
熊
本
県
日
中
協
会
の
創
立
50

周
年
を
祝
う
記
念
の
祝
賀
会
が

令
和
４
年
11
月
９
日
（
水
）
、

熊
本
市
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
あ
り
、
84
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
は
じ
め
に
小

野
友
道
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
当
協
会
は
１
９
７
２
年
の
日

中
国
交
正
常
化
を
機
に
、
真
の

国
家
間
の
友
好
に
は
幅
広
い
層

の
民
間
交
流
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
国
内
の
同
様
の
協
会
に

先
駆
け
同
年
11
月
11
日
に
創
立

さ
れ
た
。
こ
の
50
年
の
歴
史
を

重
く
受
け
止
め
、
次
の
50
年
に

向
か
っ
て
、
粛
々
と
活
動
を
続

け
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。続

い
て
来
賓
の
木
村
敬
熊
本

県
副
知
事
が
「
国
交
正
常
化
後
、

直
ち
に
交
流
活
動
を
始
め
ら
れ

た
熊
本
の
諸
先
輩
方
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
野
田
先
生
の
（
講

演
で
の
）
民
間
交
流
の
お
話
に

は
、
地
方
自
治
体
間
の
交
流
も

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
地

域
間
や
民
間
同
士
の
交
流
が
未

来
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
信

念
で
、
貴
協
会
と
共
に
、
県
も

し
っ
か
り
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
祝
辞
。
続
い
て
深
水

政
彦
熊
本
市
長
職
務
代
理
者

（
副
市
長
）
が
「
50
年
の
長
き

に
わ
た
り
日
中
交
流
活
動
に
尽

力
さ
れ
、
地
域
の
国
際
化
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

た
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
様
々
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
う
。
熊
本
市
に
お

い
て
も
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、

交
流
を
進
め
て
い
る
。
貴
協
会

の
更
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
中
国
駐
福
岡
総
領
事
館

の
律
桂
軍
総
領
事
か
ら
届
い
た

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
鬼
海

洋
一
理
事
が
代
読
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
来
賓
紹
介
や
寄

せ
ら
れ
た
祝
電
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
小
杉
直
顧
問
の
乾
杯
の
音

頭
で
祝
宴
に
移
り
ま
し
た
。
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ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
中
国
の
雅
（
み
や
び
）
」
と

題
し
て
、
王
怡
さ
ん
の
二
胡
演

奏
、
于
春
燕
さ
ん
の
中
国
歌
謡
、

一
衣
帯
水
舞
踊
団
に
よ
る
中
国

舞
踊
が
公
演
形
式
で
華
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
を
彩
り
ま

し
た
。
ま
た
、
招
待
し
た
留
学

生
代
表
の
熊
本
地
区
中
国
学
友

会
の
メ
ン
バ
ー
や
、
熊
本
市
の

国
際
交
流
員
の
余
博
文
さ
ん
の

ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
小
山
和
作
理
事
が

「
昨
夜
は
皆
既
月
食
だ
っ
た
。

そ
の
天
体
シ
ョ
ー
を
み
て
感
動

し
た
。
大
宇
宙
の
中
に
地
球
が

あ
り
、
そ
の
ほ
ん
の
一
角
に
私

た
ち
は
住
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
日
本
と
中
国
は
大
昔
か
ら

大
事
な
仲
間
だ
。
記
念
誌
の
表

紙
の
漢
詩
の
様
に
、
住
む
と
こ

ろ
は
違
え
ど
も
、
同
じ
空
の
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
日
は

様
々
な
状
況
下
、
多
く
の
皆
様

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
役
員

と
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」

と
の
閉
会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

令和４年１２月１５日
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カラフルなチャイナドレスでポーズを
決める一衣帯水舞踊団の皆さん

曲に合わせて衣装もチェンジ。傘を小道具に踊りました

于春燕さん。素晴らしい歌
声で来場者を魅了しました

熊本在住の中国人を中心に結成された「一衣帯水舞踊団」の優雅な踊り

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
た

王
怡
さ
ん
。
遼
寧
省
師
範
大
学
で

全
中
国
高
級
二
胡
老
師
免
許
を
取

得
し
た
本
格
派
で
す

熊本地区中国学友会の皆さん。左から、
会長の陳正祥さん（熊大）、李暁さん
（崇城大）、付瀛浡さん（東海大）

閉会の辞を述べる
小山和作理事

熊
本
市
中
国
国
際
交
流
員
の
余
博
文

さ
ん
。
交
流
事
業
の
窓
口
や
異
文
化

理
解
た
め
の
事
業
、
通
訳
や
翻
訳
を

し
て
い
ま
す



50
周
年
に
合
わ
せ
て
、
記
念

旅
行
や
記
念
講
演
、
記
念
誌
発

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

荒
尾
市
バ
ス
旅
行

本
協
会
と
荒
尾
市
日
中
友
好

促
進
会
議
（
浅
田
敏
彦
会
長
）

の
共
催
で
令
和
４
年
10
月
22
日
、

県
内
の
中
国
人
留
学
生
を
招
き
、

中
国
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
荒
尾

市
を
回
る
日
帰
り
バ
ス
旅
行
を

実
施
し
ま
し
た
。

荒
尾
市
出
身
の
宮
崎
滔
天
と

中
国
近
代
革
命
の
先
駆
者
で
あ

る
孫
文
と
の
厚
い
友
情
は
本
協

会
が
規
範
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

熊
本
県
・
荒
尾
と
中
国
と
の
深

い
つ
な
が
り
を
留
学
生
に
学
ん

で
も
ら
お
う
と
こ
の
事
業
が
実

現
し
ま
し
た
。

中
国
人
留
学
生
19
名
を
は
じ

め
、
熊
本
市
中
国
国
際
交
流
員
、

大
学
の
中
国
人
交
換
教
員
、
協

会
関
係
者
の
計
25
名
が
貸
し
切

り
バ
ス
で
荒
尾
市
を
訪
れ
、
宮

崎
兄
弟
生
家
施
設
な
ど
を
見
学
。

中
国
で
は
大
変
有
名
な
孫
文
が
、

か
つ
て
熊
本
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
は
知
ら
な
い
留
学
生
も

多
く
、
留
学
生
は
熱
心
に
資
料

館
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
食
事
は

バ
ス
旅
行
参
加
者
の
み
で
済
ま

せ
、
一
行
は
交
流
会
場
の
荒
尾

市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
日
中
文
化
交
流i

n

荒
尾
～

一
千
万
年
の
の
ち
ま
で
も
続
く

友
情
を
～
」
と
題
し
て
文
化
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
荒
尾
市
日
中
友

好
促
進
会
議
会
員
、
荒
尾
市
事

務
局
、
出
演
団
体
な

ど
総
勢
84
名
が
参
加
。

律
桂
軍
中
華
人
民
共

和
国
駐
福
岡
総
領
事

の
記
念
講
演
の
後
、

中
国
雲
南
省
の
伝
統

楽
器
、
葫
芦
絲
（
フ

ル
ス
）
や
箏
と
尺
八
、

荒
尾
太
鼓
の
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
会
の
後
は
国

内
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
荒
尾
干
潟
を
見

学
。
少
し
潮
は
満
ち

始
め
て
い
ま
し
た
が
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、

荒
尾
の
豊
か
な
自
然

を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
留
学
生

か
ら
は
、
「
滔
天
と

孫
文
の
国
を
超
え
た

友
情
を
初
め
て
深
く
理
解
で
き

た
」-

魏
錦
鳳
さ
ん
、
「
皆
さ

ん
と
一
緒
に
歴
史
を
勉
強
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
」-

孫
国
徽

さ
ん
、
「
こ
の
よ
う
な
学
び
と

交
流
の
機
会
を
与
え
て
も
ら
い

感
謝
す
る
」-

田
驍
さ
ん
、
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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律桂軍中国駐福岡総領事が中国語で講演

荒尾三曲愛好会の箏と尺八の演奏

荒尾太鼓の迫力ある演奏に留学生は大喜び

大
牟
田
フ
ル
ス
協
会
の

演
奏
。
フ
ル
ス
の
別
名

は
「
ひ
ょ
う
た
ん
笛
」
。

独
特
な
音
色
で
し
た

宮崎兄弟生家を見学

広大な干潟に感動

荒
尾
干
潟
水
鳥
・
湿
地

セ
ン
タ
ー
で
説
明
を
受

け
る
留
学
生

律桂軍総領事（前列、赤の徽章）浅田敏彦荒尾市長（前列中央）
鬼海洋一理事（その右）を囲んで記念写真に納まる留学生ら



記
念
講
演
会

祝
賀
会
に
合
わ
せ
、
一
般
社

団
法
人
日
中
協
会
会
長
で
前
衆

議
院
議
員
の
野
田
毅
氏
を
講
師

に
招
き
「
こ
れ
か
ら
の
日
中
関

係
」
と
題
す
る
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
世
界
情
勢
な

ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
日
中
の

歴
史
や
現
在
ま
で
の
状
況
、
今

後
の
展
望
な
ど
約
１
時
間
ほ
ど

話
が
あ
り
、
参
加
者
は
興
味
深

げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

《
講
演
内
容
よ
り
一
部
抜
粋
》

日
中
両
国
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
正
し
く
物
事

を
見
つ
め
な
が
ら
、
お
互
い
引
っ

越
し
で
き
な
い
隣
人
と
し
て
の

関
係
を
ど
う
軌
道
に
乗
せ
て
い

く
か
考
え
る
べ
き
。
喧
嘩
ば
か

り
し
て
い
て
は
良
い
訳
が
な

い
。
唯
々
諾
々
と
付
い
て
行

く
だ
け
も
能
が
な
い
。

今
、
中
国
か
ア
メ
リ
カ
か
、

な
ど
二
者
択
一
的
な
対
応
を

迫
ら
れ
る
方
が
多
い
。
敵
か

味
方
か
、
と
い
っ
た
二
分
法

に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る

風
潮
が
ど
う
も
世
界
的
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
多

少
そ
の
よ
う
な
癖
が
つ
き
す

ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

中
国
も
大
事
。
ア
メ
リ
カ
も

大
事
だ
。
欲
張
り
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
宿
命
で
あ
る
と

思
う
。
日
中
関
係
は
中
国
と
日

本
の
関
係
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
国
交
正
常
化
の
過
程
や
そ

の
後
の
流
れ
に
は
、
総
て
世
界

の
影
響
を
受
け
て
き
て
い
る
。

日
本
と
中
国
に
は
基
本
的
４

文
書
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
国

交
正
常
化
の
際
の
日
中
共
同
声

明
、
１
９
７
８
年
の
日
中
平
和

友
好
条
約
、
江
沢
民
主
席
と
小

渕
総
理
の
間
で
行
っ
た
日
中
共

同
宣
言
。
そ
し
て
４
つ
目
が
戦

略
的
互
恵
関
係
の
包
括
的
推
進

に
関
す
る
日
中
共
同
声
明
。

私
は
特
に
こ
の
一
番
新
し
い

４
番
目
の
文
書
を
大
事
に
し
な

け
ら
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
胡

錦
涛
主
席
が
来
日
し
て
、
福
田

総
理
と
の
間
で
お
互
い
に
署
名

ま
で
し
た
も
の
だ
。
そ
の
時
の

ト
ッ
プ
同
士
の
合
意
文
書
と
い

う
も
の
は
、
国
家
間
の
約
束
だ
。

日
中
関
係
に
は
、
民
間
同
士
、

地
域
間
同
士
の
交
流
が
大
事
だ
。

こ
の
４
つ
目
の
文
書
は
政
府
間

だ
け
で
は
な
く
一
般
に
も
深
く

関
係
す
る
。
民
間
交
流
の
中
で

積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
だ
。

※
戦
略
的
互
恵
関
係
の
包
括

的
推
進
に
関
す
る
日
中
共
同
声

明
と
は
、

様
々
な
分
野
で
共
通
の
利
益

を
目
指
す
関
係
を
日
中
双
方
が

包
括
的
に
推
進
し
よ
う
と
い
う

共
同
声
明
。
以
下
の
５
つ
の
柱

に
沿
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
決
意
し
た
。
１
．
政
治
的
相

互
信
頼
の
増
進
、
２
．
人
的
、

文
化
的
交
流
の
促
進
お
よ
び
国

民
の
友
好
感
情
の
増
進
、
３
．

互
恵
協
力
の
強
化
、
４
．
ア
ジ

ア
太
平
洋
へ
の
貢
献
、
５
．
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の
貢
献
。
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協
会
創
立
50
周
年
の
記
念
行

事
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
中
で

素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
自
体
が
で
き
る

か
ど
う
か
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
祝
賀
会
と
講
演
会
、

記
念
誌
、
記
念
バ
ス
旅
行
と
節

目
ら
し
い
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

苦
労
が
報
わ
れ
ま
し
た
。
▽
と

言
い
な
が
ら
、
実
は
小
生
、
仕

事
の
都
合
で
当
日
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
会
報
の

粗
ゲ
ラ
を
拝
見
し
な
が
ら
、
伺

え
な
か
っ
た
こ
と
を
大
変
後
悔

し
ま
し
た
。
特
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
華
や
か
で
見
事
な
よ
う
で

し
た
ね
。
▽
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ

ナ
が
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
以
前
の
よ
う

に
春
節
祝
賀
会
な
ど
が
復
活
し
、

今
回
の
記
念
行
事
に
負
け
な
い

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
交
流
が
続

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。（

機
関
紙
編
集
委
員

木
村
圭
一
郎)

編
集
後
記

一般社団法人日中
協会 野田毅会長

91名が参加した記念講演会

記
念
誌

50
年
の
協
会
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
、
協
会
創
立
50
周

年
記
念
誌
を
編
纂
、
発
行
し
ま

し
た
。

会
員
や
関
係
者
な
ど
多
く
の

皆
様
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
創

立
の
趣
旨
や
沿
革
、
「
会
報
で

み
る
協
会
の
10
年
」
と
し
て
会

報
か
ら
主
な
記
事
を
抜
き
出
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。

表
紙
に
は
協
会
理
事
の

小
山
和
作
氏
の
書
で
、

「
山
川
異
域

風
月
同
天
」

と
う
い
う
日
中
善
隣
友
好

に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
あ
る

漢
詩
を
飾
り
、
素
晴
ら
し

い
記
念
誌
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。＝

事
務
局

談
ご
寄
稿
者
、
協
賛
金
や
協
賛

広
告
な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
様
方
に
、
改
め
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
記
念
誌
は
皆
様
方
に

は
既
に
ご
送
付
し
て
お
り
ま
す

が
、
余
部
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
℡
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４
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）


